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【平成 26年 第２回定例会 一般質問 小林 芳幸】

Ｑ 準防火指定区域で木造２階建て住宅を建てる場合、外壁

を防火構造とするほか、窓に網入りガラスを使用するな

どといった基準があるため「住居系用途地域で指定して

いることが、既成市街地の居住促進を阻害している要因

の一つでは」と指摘。

Ａ 都市建設部長はこれに対し「多くは指定から５０年以上

経過しており、建物の防火性能も大きく向上しているこ

とから、指定範囲見直しの必要性を判断するための基礎

調査を行う時期にある」と答弁。その上で、本年度に住

居系用途地域の防火・準防火地域に指定されている区域

とその周辺で、木造建築物の防火性能に関する現地調査

を行うとし、現在は明確に定められていない指定基準も

明らかにしていく考えを示した。
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西部地区や中

央部地区など

で、古い木造

建築物約２万

戸を対象に目

視調査を終了

しており、

１０月に道立

総合研究機構

に分析を依頼

し、見直しが

できるか検討

致します。

同部は「準防火指定が街なか居住の阻害要因に
なっているのであれば、少しでも排除したい」
としている。

ワカモノのチカラ、始動。

【平成 26年 第 3回定例会 一般質問 小林 芳幸】

Yoshiyuki Kobayashi 

市民生活の基盤となる道路は、大規模災害のとき

には救命のため、緊急物資を運ぶための命をつな

ぐインフラであることから、函館市における緊急

輸送路及び災害時に必要とされる道路について、

その安全の確保と管理の状況そして、路面下の空

洞についての質問させていただきました。

Ａ 土木部長はこれに対し「緊急輸送道路の，路面

下の空洞化調査は，災害時にも安定して機能す

る道路ネットワークを確保する上で必要なこ

とから来年度より，調査を実施してまいりた

い。」と答弁。

マイクロ波を利用した世界初の走るＣＴスキャナ

ー車「スケルカ」が見えない道路の危険を察知。


